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〈実践報告〉

中大連携教育おける 21世紀型スキルの開発

一静岡北中学校と静岡大学教育学部の連携におけるカメ類の研究を通したアクティブ・ラーニングの成果と課題一
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Cooperation of Shizuoka Kita Junior High School and Shizuoka University 
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要旨

高大接続改革が検討されている今日、高等学校教育と大学教育の接続が様々な角度から論じられてお

り、そこでは、 i21世紀型スキルJの育成や「アクティブ・ラーニングJの展開が強く求められている。

本稿では、静岡理工科大学静岡北中学校と静岡大学教育学部との間で展開されている、カメ類の研究を

通したアクティブ・ラーニングの成果と課題を明らかにすることで、「中大連携教育」の在り方につい，

て新たに提案する。

キーワード:中大連携教育 21世紀型スキル アクティプ・ラーニン夕、

1.はじめに

学校法人静岡北中学校は、平成22年4月に開校し、本

年度で7年目を迎える新設校である。開校から現在に至る

まで、静岡大学教育学部加藤研究室と連携し、開校当初に

予想した教育効果以上の成果をあげている。

ここ数年、教育界では盛んに「高大接続改革」として、

「高等学校教育改革」・「大学教育改革j・「大学入試改革」

が議論され、新たな中等教育から高等教育の在り方が論じ

られ、今後大きな教育改革がなされようとしている。その

動きの中でキーワードとなるものは、 i21世紀型スキルJ

や「アクティブ・ラーニングJである。これらの言葉で求

められる教育の在り方は従来から実践されているが、それ

を広く普遍化し日本人をクローパル人材として育成するこ

とに、現在の高大接続改革の狙いがあると思われる。

北中学校では、開校当初から「キーコンビテンシーJを

学校の基盤に据えた学校づくりをしており、近年の議論に

より、その方向性を大きく変えることなく学校経営が行わ

れている。乙の状況を作り上げることができたのは、中学

校と大学による直接的に結び付きにくい教育機関の連携が

実現したためと考えられる。本稿では静岡北中学校と静岡

大学教育学部の加藤研究室との間で展開している「中大連

携教育Jを紹介し、今まで得られた成果と今後の課題につ

いて考える。

所属。静岡北中学校

2) 静岡大学教育学部
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2.連携教育の開始

静岡北中学校と静岡大学との連携教育は、平成 22年 4

月の本校開校年度より、日本科学技術振興機構 (JST)の

Spp (サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト)の

採択を受けたととによって始まった。講師は初年度から現

在まで、共著者の加藤が担当している。開校と同時にSPP

の指定を受払プランBの予算より中学生方靭究活動を行

うことカ?できた。本活動は、総合的な学習の時間で展開す

るSKS(静北サイエンス)の活動の一環として位置づけら

れ、中学生関稽としては、一段高いレベルでの教育を行っ

た。

本節では、平成23・24年度と連続して採択を受けたSPP

活動の内容を振り返りながら、中学校と大学の連携教育の

一つのスタイルについて触れる。これは後に、中高一貫で

指定を受けたSSHの活動の原点となる。

Sppの1年目は、「カメの生態調査入門ー淡水産カメ類

から地域の水環境を考える-Jというテーマを設定し、カ

メ類の捕獲のためのフィールドワークを3回、カメ類の解

剖実習を 1回、プレゼ、ンテーション準備を 1回、 1年間の

研究をまとめたプレゼンテーションを 1回実施した。

講座第1回目は、北中学校において淡水産カメ類の生態

調査に関する全体的な説明を行い、カメ類に関する基樹9
な学習を行った。研究用のカメ類を興味深そうに観察する

生徒の姿が目立ち、講義内容にも真剣に耳を傾けていた。

ミシシッピアカミミガメが外来種であり、日本の川で増え

ているという本研究の根幹となる事実を知ることで、今後
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の研究への大きな動機付けができたと考えられる。甲羅に

ついての講義と組み立ての活動では、生物の体の仕組みへ

の関心を引き出すことができた。甲羅各部の名称と描き方

を学んだことで、その後のカメ類のスケッチでは、甲羅の

椎甲板の鱗が5枚描かれており、深く観察するととができ

た生徒が多かった。さらに、カメ類の甲羅は単なる一枚板

ではなく、複数の骨板が組み合わさり、その上に鱗が重な

った強固な構造であることが、組み立て活動を通して体験

的に学習する乙とができた。

講座第2回目は、カメ類を野外で捕獲するフィールドワ

ークを実施した。生徒たちは、この活動で実際に野生のカ

メ類を捕獲して触れた経験だけでなく、カメ類の生息域の

様子を直接見ることにより、環境問題を考えるうえで現場

の状況分析をする視点や感覚を持つことができたものと思

われる。

講座第3回目は、再度フィールドワークを実施した。毘

や仕掛け場所を工夫する生徒が増え、興味・感心がさらに

高まったことは明らかであった。捕獲したカメ類の種の判

別や、甲長・体重などの測定、個体識別用の標識付けと在

来種の再放流を行い、カメ類の成長と行動の記録を開始し

た。

講座第4回目は、外来種のカメ類が生態系に与える影響

を明らかにするために、解剖実習を行った。解剖実習に先

駆け、解剖に関する倫理的な但!踊からの講義と解剖の手順

に関しての実技指導を行った。その後、生徒たちがグルー

プを作り、外来種のミシシッピアカミミガメの解剖を行い、

胃や腸の内容物を観察することにより、カメ類の体の構造

を知るだけでなく、野外における外来種の食性と生態系に

与える影響を確かめることができた。生徒たちの解剖に関

する抵抗感は少なく、カメ類の研究に対するモチベーショ

ンを高めた。

講座第5回目は、事前に各グループで準備したプレゼン

テーションの内容に関して、考察を深めるための指導を行

い、最終プレゼンテーションを迎える準備を整えた。

そして、最終の講座第6回目では、生徒たちが1年間の

研究に関するプレゼンテーションを、 7グループに分かれ

てパワーポイントを用いて行った。

く研究テーマ>

・巴川周辺での聞き込み調査~カメを飼ったことがあるか~

.畏を仕掛ける深さでカメ類の捕れる個体数を調べる

-カメ類の食性について~好みのえさとは~

-カメ類の生息場所による食性の違い~麻機遊水地のカメ

と駿府城のお堀のカメを比べて~

-人間とカメ類の体の比較........jU繍・眼球の割合~

・ミシシッピアカミミガメの噛む力の脅威

・外来種のカメ類がより捕獲しやすい毘

中学校1年生が自ら設定したテーマで研究し、成果発表

会でプレゼンテーションを行えたことは、苦訓匝に値するも
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のであった。しかし、考察に必要とされる十分な結果が得

られなかったグループもあり、研究の質をさらに向上させ

るためのデータの取り方、数値処理、さらに論理的な考察

などに関して課題を残した。

以上のように、平成22年度のSPP事業「カメの生態入

門一淡水産カメ類から地域の水環境を考える-Jによって、

フィールド調査や解剖により、外来種が身近な河川に棲む

在来種の生存を脅かしている乙とを知り、イシガメなどの

在来種の保護と外来種の駆除の必要性を中学生は強く感じ

ることができた。その結果、生徒たちはカメ類の飼育や地

域における聞き取り調査などに熱心に取り組み、在来種が

生息しやすい環境について考察するまでに成長した。また、

その過程では、自発的に問題を発見し、解決しようとする

，意欲の伸長が顕著であり、生徒たちがカメ類を通して地域

の水環境を注意深く観察できたことや、生命の尊厳、生態

系の保全などへの探究心が高められた。

翌年の平成23年度は、前年度の一定の成果を受けて、「カ

メ類の繁殖を中心とした講座Jを開講することにより、カ

メ類が繁殖しやすい環境を探究した。地域の水環境の現状

や今後の課題を明確にできる機会を中学生へ提供し、最終

目標である在来種の保護への段階的発達を促すと共に、科

学的諸能力(科勃ヲ思考力、実験力、判断力)のさらなる

育成をねらいとした活動を展開した。との年度の活動が前

年度と大きく変わったことは、開校2年目を迎えて、 1年

生と2年生の2学年での活動をするようになったことであ

る。二つの学年が同時進行で動くことにより、上級生が下

級生の指導を行い、さらに2年生は昨年度の活動成果をも

とに、より発展的な研究活動を展開するととができた。

講座第1回目は、カメ類の研究に初めて臨む1年生に向

け、カメ類に関する基礎的な学習を行い、フィールドワー

クに関するマナーや危険性を説明した。また、農を用いた

カメ類の捕獲方法や計測方法を紹介し、生徒たちは実際に

野外で農を仕掛け、カメ類が農に掛かるまでの聞に水辺の

環境を観察した。フィールド調査後は、外来種の定義や身

近な自然の現状に関する講義を行い、カメ類の体の構造を

学ぶために甲羅の骨格標本の組み立てを行った。

講座第2回目は、解剖実習に先立ち、科学的態度と生命

倫理を講義し、解剖の目的を明らかにした後にカメ類の解

剖j手順を指導した。野外で捕獲された外来生物のミシシッ

ピアカミミガメとカミツキガメを用いて解剖を実演した後、

生徒は各グループに分かれ、開腹、臓器の摘出とスケッチ、

消化器宮内の内容物の確認、生殖器官の摘出、卵及抑H胞

の計調IJ等の解剖実習を行った。また、ミシシッピアカミミ

ガメの野外定着の証拠となる妊の発生を確認するため、輪

卵管内から摘出した卵を瞬卵床に並べ、インキュベーター

内で解卵を試みた。

講座第3回目は、再度フィールド調査を行い、調査で得

られた個体の計測と個体識別用の標識付けを行った。また、
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第2回目の解剖実習で得られた卵をインキュベーターから

取り出し、卵の肢の発生を確認し、野外定着の証拠を得る

ことに成功した。さらに、フィールド調査で捕獲したアカ

ミミガメを解剖し、生殖器官の計測、卵の摘出を行った。

摘出した卵は、温度依存性決定の研究のためにインキュベ

ーター内で保管した。研究用の採卵と在来種のカメ類の保

全のため、中学敷地内に産卵場所となる産卵床を作成した。

講座第4回目は、班ごとに研究テーマを設定して研究を

進め、講座第5回目は、研究成果発表会に向爪班ごとに

研究した内容をまとめた発表スライドを用い、プレゼンテ

ーションの練習や修正などを行った。最終の第 6回目は、

静岡北中学校において、近隣地域への公開を目的とした

Sppの「研究成果発表会j を実施し、 150名を超える参加

者に対し、各班方弔問内容を7分間発表した。

以上のように 2年間の SPPの活動で、中学生たちは、

当初予想した以上の成長ぶりを示した。この成果は、平成

24年度から中高一貫で指定を受けることになったSSH事

業の展開へとつながった。

3. SPPからsszωSH)への発展

生徒たちのカメ類の研究が2年間経過し、開校3年目の

平成24年度に中高一貫でSSHの第2期目の申請が通った

ため、さらに深まりを持った研究活動の継続をする環境が

整った。この段階から、従来中学校の総合的な学習の時間

でS邸(静北サイエンス)と称してきたものをSSZ(スー

パー・サイエンス・ゼロ)と改称し、高等学校の SSHの

導入関皆と位置づけしたことが何よりも大きな変革であっ

た。

従来、本校の総合的な学習の時間は、週 3時間をとり、

「言語技術教育」と rCASE(ケース)Jプログラムを 1年

次から取り入れ、 S郎のカメ類の研究活動を行っていたが、

平成24年度からは、SSZと称してSSHの6か年のプログ

ラムに組み込むこととなった。以後、「解決プロセストレー

ニング1Jのプログラムの中で、 1・2年次に将来の SSH

活動を行う上で、自分の考えを的確に表現する手段として

言語を十分活用できるようにするための「謡音梯荷j教育

と論理的な思考力やメタ認知力をつけるための rCASEJ

プログラムに約週2時間の時間を充て、残りの時間を、従

新子ってきたカメ類に関する研究活動に充てる活動が展開

された。そして、 3年次では、カメ類に関する研究と水質

環境調査を同時並行で行った。

SSZのプログラム内容は、前述のもの以外にも多数存在

し、第 1期の SSH段階で高等学校により開発されたプロ

グラムの大半を中学校に合わせた内容に変えて実践してき

た。さらにインセンティブレクチャーを静岡大学教育学部

と連携したことで、中大連携教育をさらに深めた。

<平成24年度から平成27年度までにおける活動>

【平成24年度]対象:中学1・2年生
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-カメ類に関する講義と静岡市水環境施設への訪問学習

.カメ類の捕獲と標識付け

-解由民習による体内構造の確認、食性調査、卵の摘出

.カメ類の捕獲による外来種の侵入の現状把握

-カメ類の繁殖に関する講義とアンケート調査1(麻機地区)

.カメ類の繁殖に関する講義とアンケート調査2(麻機地区)

{平成25年度】対象:中学1・2・3年生

-カメ類の調査の意義と毘の組み立て実習

.カメ類の捕獲と標識付け

-カメ類の生理解剖

.捕獲調査における改善点の考察

-カメ類の捕獲による外来種の侵入の現状把握

-カメ類の学名と分類、外来種、自然生態系に関する講義

・解剖の目的と生命倫理に関する講義、繁殖に関する講義

・解由民習による体内構造の確認、食性調査、卵の摘出

・アンケート調査(瀬名地区)

-アンケート調査(瀬名地区)

-アンケート調査の意義と外来種問題のとれからの展望

【平成26年度}対象:中学1・2・3年生

-生体入門講義「カメとは?J

・調査の意義と毘の組み立て実習

.カメ類の捕獲と標識付け

-カメ類の解剖

・カメ類の捕獲による外来種の侵入の現状把握

-カメ類の学名と分類、外来種、自然生態系に関する講義

.解剖の意味と生命倫理に関する講義、

・解由撲習による体内構造の確認食性調査、卵の摘出

・アンケート調査(観山地区)

【平成27年度】対象: 中学1・2・3年生

・生体入門講義「カメとは?J

-調査の意義と農の組み立て実習

.カメ類の捕獲と標識付け

-カメ類の解剖j

-カメ類の捕獲による外来種の侵入の現状把握

・アンケート調査(観山地区)

-アンケート調査(観山地区)

(中学 2・3年生に関しては、「課題発見トレーニング1J 

のプログラムの中で、収集したアンケート結果の集計と分

析を行い、「課題発見トレーニングIIJのプログラムでは、

SKYSEF (Shizuoka Kita Youth Science Forum) 2012"" 

2016におけるポスターセッションでのポスター作製と

SKYSEFでのプレゼンテーションも行った。)

加藤研究室との間で行われているカメ類、の研究は、前段

階のSPPでは基本的な構成に変化はないが、後の SSZの

5年間で、研究活動は大きく展開された。第一は、社会科

学的なカメ類に関する研究アプローチを始めたことである。

前段階のSPPでは、カメ類の生物学的な側面からの研究活

動が中心であったが、在来種のカメ類の保全とその生態系
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を脅かす、外来種のカメ類の生息数の増大という現実を自

にしていく中で、中学生たちの中に、おのずと「なぜ、こ

れだけ外来種のミシシッピアカミミガメが、自分たちの研

究フィールドである蘇機遊水地や巴川において増殖してい

ったのか」という課題意識が生まれてきた。そこから始ま

ったのが、地域住民に対するアンケート調査とその分析と

いった社針ヰ学的な側面からのカメ類の研究活動である。

アンケート調査開始の初年度は、麻機遊水池の近隣也区

の住宅を戸別訪問し、自分たちが行っている研究活動の内

容とアンケート調査の意味を住民に話しながら、アンケー

トの回答に協力してもらうことから始まった。現在では調

査地が広がり、収集データの分析から、カメ類に関する知

識や飼育に対する意識の低さが、外来種の増殖につながっ

たという傾向を見い出すに至っている。生徒自らが主体的

に動いて活動している姿は、地域住民からも高い評価を得

るまでになった。

第二は、中学生が地域住民や行政と関わることで、環境

保全活動に貢献しているととを示すことができた。これは、

研究活動を始めた当初から、加藤研究室が目標として挙げ

ていたことである。環境保封舌動は、行政機構が地域住民

と関わりを持ち、共に活動を行うことで関心が高まる。中

学生が一緒に活動することで、地域住民の意識をさらに高

めることにつながる。 2015年と2016年に行われた行政主

催の市民参加型外来カメ類の捕獲作戦では、静岡北中学校

の生徒カ積極的に関わり、参加した地域の人のサポート役

を務めた。この活動は生徒の意識を高め、さらに自らがプ

ライドをもって取り組んでいる事院活動が、社会的に認知

されているととを意識することで、生徒たちの成長に大き

な影響を与えたと考えられる。

第三は、中学生の 1期生が静岡北高等学校に進学した段

階から、中学生と高校生の共同研究チームである SIllP

(ScienωHuman Interactive Proj民 t)という研究チーム

がスタートしたことである。中学生にとっては、参加する

高校生が最も身近なキャリアデザインを示してくれる存在

としてあり、より高いモチベーションを持つことのできる

活動の場となっている。

第四は、静岡北高等学校が主催する国際フォーラムに中

学生が参加したことが挙げられる。静岡北高等学校はSSH

の重点枠を 2010年に取り、台湾高等学校との間で行われ

た SEES(Science Education Exchange Symposium) 

2010へ参加した。共通語は英語であったため、国際フォー

ラムの参加を経験するにとどまった。 2011年に開催した

lWF (In加mationalWater Forum)では中学生も研究報

告に参加するようになり、生徒たちはカメ類の穆院につい

てポスターセッションで発表をしたが、全員ではなく、代

表者が日本語で行うのみだった。

翌2012年には、静岡北高等学校カヰ}学的人材育成重点

枠の申請を文部科学省に認められた。これにより独自の

SKYSEF (Shizuoka Kita You血Scien偲 Forum)におい

て鶏昔活動の充実を図ることができ、中学3年生全員が研

究グループごとにポスターセッションを英語で行うことが

可能になった。一部の生徒は、海外と国内の高校生の混成

チームの国際共同プロジェクトにおいて、一定の課題に挑

戦する活動を行うまでに至っている。また、 SIllP廿舌動

する高校生の中には、カメ類の研知香動の成果を国際フォ

ーラムで口頭発表しており、中学と大学との一段高い連携

教育の成果ととらえることができるだろう。

以上のように、 SSZに取り組んでいる静岡北中学校の生

徒の活動領域は、カメ類の研究活動を軸としながら大きく

変容を遂げた。

4. 21世紀型スキルの開発とアクティプ・ラーニングの

展開

今後の教育界の在り方を考える上で、 i21世紀型スキル」

と「アクティブ・ラーニングJの2つの言葉がキーワード

となっている。 i21世紀型スキルJは、「基礎力」として「言

語スキルJ・「数量スキル」・円育報スキルJを育成していく

ことが根底にある。そして、それをもって「思考力Jを育

成するが、そこには、「問題解決力・発見力・理宇増力」・「論

理的・市販的思考力」・「メタ認知・適応的学習力」を身に

着ける必要がある。そして、最終段階で「実践力jを求め

ることになるが、そこには、「自働ヲ活用能力J・「人間関係

形成力J• r社会的参画力J・「持続可能な未来づくりへの責

任Jが必要となる。また、一方でアクティブ・ラーニング

について、文献ヰ学省の定義によれは教員による一方向

的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能翻9な学修へ

の参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者カ宝能動的

に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、

教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見

学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、

教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グ

ループ・ワーク等も有効なアクティブι ラーニングの方法

であるとしている(文献ヰ学省， 2015)。これらのことは、

あたかも昨今いわれ始めたかのようにも感じるが、時代を

遡ってみれば、表現する言葉が変わっただ、けであり、本質

的に求めているものは変わっていないと考える。

静岡北中学校は、平成28年度で関学7年目を迎えたが、

開校当初の学校のコンセプト作りの段階で、現代教育の課

題とする論理的思考力、プレゼンテーション能力、問題解

決能力の育成やリテラシー教育の開発に取り組んできた。

そして、そのノウハウを最大限に生かし、特色ある教育プ

ログラムをもって21世紀の時代を生き抜くための重要な

、能力(キーコンビテンシー)を育成する教育を実践してき

た。
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前節まで、本校と静岡大学教育学部加藤研究室との連携

教育の在り方について触れたが、初年度から積み重ねてき
E 



中大連携教育における21世紀型スキルの開発

た「雷雲技術教育J・iCASEJなどの教育プログラムとの

相乗効果もあって、年を重ねるごとに生徒たちは、主体的・

能動的・対話的に活動し、論理的思考力をもって、自分な

りの課題設定を行い、答えを出すプロセスの中で、生徒間

同士のコミュニケーションを通じて模索し、最終的には自

分の考えをプレゼンテーションするととろまでの一連の活

動が可能となった。いまだ十分とは言えないが、結果的に

i21世紀型スキルの育成jや「アクティブ・ラーニング」

の実践は積んできたものと考えたい。このような成果は、

中学校単独では出しにくいものだが、ここに大学という高

等教育機関との連携があったからこそ、遂げられたといえ

よう。

5.成果と標題

研究活動を通じて、基本的な研究手法を学び、そのプロ

セスの中で自分なりに研究課題を設定し議論を通して、課

題に対する考えをまとめて発表するといった一連の流れを、

すでに中学生段階で学び、高等学校進学後も、その成果を

個々に積み上げていると乙ろに一定の成果を求められるも

のと思われる。

今後の諜題としては、個々の生徒が、学修過程や各種の

学修成果を収集・記録し、それらを必要に応じて系統的に

選択し、学修過程並びに由民鍍を制面し、次への課題をみ

つけて生徒一人ひとりが自己省察をし、より自律的な学修

を深化させるポートフォリオを行うシステムを構築にして

いくことカ泌要かと思われる。研知苦動を通じた定量的な

評価は困難だが、生徒の成長の度合いを測定するためにも、

個々に対する評価項目や記述により達成水準等が明確化す

るループリックを、中大連携教育の問で作成していくこと

が求められると考えられ、成果測定をより明確化し、次の

プログラム改善に努めていくことが必要であろう。さらに、

アクティブ・ラーニングから一歩踏み込んだディープ・ア

クティブ・ラーニングの関皆に成長発展させていくことも

必要不可欠である。高等教育機関の専門性の高い指導者の

下で、より深みを持った研知舌動や学習活動ができる環境

を整えていくことは重要なことであり、そこには中大の連

携教育の重要性が示されるものだと考える。

6.おわりに

静岡北中学校の関学とともにSppの採択を受け、そこか

ら静岡大学の加藤研究室との中犬連携教育が始まったとと

は、ある種特別なことかもしれないが、今後の教育の在り

方を考えるうえで、初等教育・中等教育機関と高等教育機

関が連携することは、今後重要なこととなってくると思わ

れる。

本校の生徒たちの活動は、 SSHの指定を受けた学校であ

り予算的にできたことだが、高等学校が平成 19年からの

SSHの指定で開発したプログラムの大半は、第二期申請の
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郎官で本中学にプログラムを組み直すことにより、モジュ

ール化はできたものと考える。したがって、本校のような

活動をしていくことは、大いにマンパワーが要求されると

ころであるが、年月を積み上げていくことにより、より深

度の深い学修が可能になるものとしてとらえてもらい、他

校でも積極的に中大連携教育を推進していくととを期待す

る。

中大連携を通じた生徒たちの変容は、大きなものであっ

た。詳細に関しては、静岡北中学校・高等学校のスーパー

サイエンスハイスクールの研究開発実施報告書に記載した

(静岡北中学校高等学校 2013・2016)。生徒均等ヰ学的なこ

とに興味・関心を高め、自らが主体的となり積極的に研究

活動に取り組み、協働ド業をしていく力、課題発見をする

能力、論理的に考える能力、プレゼンテーションの能力が

著しく高まりを見せてきた点は、まさに近年強く求められ

ている i21世紀型スキルの育恥や「アクティブ・ラーニ

ング」の展開で求められでいる姿と考える。

以上が、本校と静岡大学教育学部の加藤研究室との聞で

実践してきた中大連携教育についてであるが、今後本校の

みならず、このような試みが、拡大していくことを期待し

たい。
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